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1.　はじめに

M-Vロケットの集中電源システムはM-Vロケットの飛翔中において各部搭載機器に所定の電力を供給するも
のである．

2.　集中電源

2.1.　集中電源の構成

集中電源は2…Ahセルを用いたAタイプと4…Ahセルを用いたBタイプに標準化され，同一機種間での互換性が
ある．各集中電源はアルミ合金製収納ケースに48セルの円筒密閉型ニッケル・カドミウム蓄電池及び回路部品（充
電時における電流の逆流を防止するダイオード，電圧モニタ時の過大電流保護用抵抗）を収納したもので，収納
ケース内の空間部は発泡性ポッティング材で接着充填してある．
B1 ～ B3PL部に搭載される集中電源の内部結線は全て同一で，計装結線を変更することで出力電圧を＋28V

または±18Vに設定できる．
また，全ての系が並列冗長構成となっており，並列数の変更で容量設定ができる．
各集中電源の内部結線図及び外観寸法図を図-1 ～ 3に示す．

… … 内部結線図… 外形寸法図
Ａタイプ集中電源… ：… 図-1… 図-2
Ｂタイプ集中電源… ：… 図-1… 図-3

2.2.　搭載内訳

B1PL部に4セット，B2PL部に4セット，B3PL部に4セットの合計12セットが搭載される．各段の搭載内訳
はそれぞれ，B1PL部にはAタイプ×2セット，Bタイプ×2セット，B2PL部にはAタイプ×1セット，Bタイ
プ×3セット，B3PL部にはAタイプ×2セット，Bタイプ×2セットである．代表としてM-V-7号機における各
段の電源系構成を表1に示す．
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2.3.　質量

各集中電源の1セット当たりの質量は以下のとおりである．

Aタイプ電源　：… 本　　　　体　5.0…kg
… … 取付ボルト類　0.19…kg（B1，B3部用）
… … 取付ナット類　0.02…kg（B2部用）
Bタイプ電源　：… 本　　　　体　9.5…kg
… … 取付ボルト類　0.41…kg（B1，B3部用）
… … 取付ナット類　0.05…kg（B2部用）

図1　集中電源内部結線図（A, B共通）
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3.　集中電源の管理・運用

3.1.　充電

各部に搭載される集中電源は機体から取り外して専用充電装置で充電を行うことができる．ただし，取外しの
困難なB1PL部集中電源は，通常作業では搭載のまま専用回線によりチェックアウト室より充電を行う．B2PL
部及びB3PL部集中電源は，電源を機体から取り外して専用充電装置で充電を行う（取り外し時には充電済みの
集中電源との入れ替えを行う）．
B2PL部及びB3PL部用の充電運用予備集中電源（Aタイプ×3セット，Bタイプ×5セット）は，満充電状態で
待機しておき，取り外しと同時に充電済みの予備集中電源との入れ替えを行う．取り外した集中電源は専用充電
装置で充電し，次回入替え作業までに満充電状態に維持し待機する．
充電は原則として以下の条件で実施する．

図2　Aタイプ集中電源外形寸法図 図3　Bタイプ集中電源外形寸法図
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表1　M-V-7号機集中電源の構成

⑴…充電周囲温度：20±　…℃
⑵…充 電 電 流：0.2…C/0.1…C（mA）切替え設定
⑶…充 電 量：110 ～ 150%　-　Cr（残存容量）%
… 　　　　　　　電圧検出制御（微分値管理）

3.2.　打上げ前の運用

集中電源の運用は，動作チェック時における外部電源の電流および電圧のモニタならびに内部電源各系の出力
電圧，消費電力量，残存容量，充放電等の管理である．
表2にM-V-7号機での放電電気量管理データを示す．
表3にM-V-7号機の出力電圧管理データを示す．
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表2　M-V-7号機搭載集中電源の放電電気量管理

4.　各集中電源の動作状況

タイムスケジュール中，PSモニタ回路OFF以降の集中電源各系の出力電圧モニタは，テレメータデータによ
る．打上げ後ロックオフするまでの間のM-V-7号機におけるB1～ B3の集中電源の電圧データならびに各段に
おける電磁弁の駆動ステータスを例として図4～ 6にそれぞれ示す．

表3　M-V-7号機搭載集中電源の電源出力管理
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4.1.　B1集中電源フライトデータ状況

飛翔中の出力電圧はB1部の3系統いずれも正常であった．＋28V系においては電磁弁の駆動状態と同期した
電圧変動が確認された．

4.2.　B2集中電源フライトデータ状況

X＋205秒を境に各系統の出力電圧が大幅に変化している．これはX＋205秒においてB3モータが点火したこ
とによりB2PL部の機器もしくは集中電源が損傷を受けたためであると推定される．B2部飛翔中の出力電圧は4
系統いずれも正常であった．＋28V系においては電磁弁の駆動状態と同期した電圧変動が確認された．

図4　M-V-7号機飛翔中B1集中電源電圧データ

図5　M-V-7号機飛翔中B2集中電源電圧データ
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4.3.　B3集中電源フライトデータ状況

飛翔中の出力電圧はB3部の4系統いずれも正常であった．＋28V系においては電磁弁の駆動状態と同期した
電圧変動が確認された．オーストラリア局にて取得された約X＋5600秒付近のテレメータデータからも各系統
の出力電圧は正常であったことから，B3飛翔中の全期間に渡って各集中電源は正常に電力供給を行っていたも
のと考えられる．

5.　まとめ

M-V-5，6，8，7号機に搭載された各集中電源の電力供給は全号機とも正常で搭載電源に起因する不具合等は
発生していない．フライトデータは各号機ともにほぼ同様の傾向を示している．
上記の結果よりM-Vロケット集中電源システムは所期の目的を十分に発揮したと考えられる．集中電源の開
発・運用にあたり，御指導，御協力いただいた関係各位に謝意を表する．

図6　M-V-7号機飛翔中B3集中電源電圧データ
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